
同
世
代
の
学
生
が
戦
時
下
で
社
会
や
将
来
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
判
断
し
、
行
動
し
た
の
か
を
自
分
事
と
し

て
考
え
る
と
と
も
に
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
通
し
て

主
体
的
・
協
働
的
な
態
度
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
10
月

15
日(

木)

の
５
・
６
校
時
、
平
和
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。県

内
で
は
、
沖
縄
戦
の
組
織
的
戦
闘
が
終
結
し
た
６
月
23
日
の
「
慰
霊
の

日
」
に
合
わ
せ
て
平
和
講
演
会
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
中
、
知
念
高

校
で
は
「
自
分
事
と
し
て
考
え
る
平
和
学
習
」
と
し
て
、
平
和
学
習
委
員
や

社
会
科
セ
ミ
ナ
ー
の
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
各
ク
ラ
ス
で
意
見
交
換
や
ワ
ー

ク
、
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
戦
終
結
か
ら
80
年
が
過
ぎ
、
戦
争
体
験
の
風
化
と

継
承
が
課
題
と
な
る
中
、
主
体
的
に
平
和
学
習
へ
取
り
組

む
知
念
高
校
生
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

1

学
期
か
ら
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
き
た
平
和
学
習
委
員

並
び
に
担
当
の
久
高
怜
南
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

島
根
県
の
強
豪
校
・
益
田
東
高
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
が
、
９
月
18
日(

金)

か
ら
22
日

(

火)

ま
で
本
県
で
強
化
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
の
藤
原
真
介
監
督
と
本
校
の

平
良
正
和
教
諭
と
の
競
技
を
通
じ
た
交
流
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

部
員
11
人
は
本
校
女
子
バ
レ
ー
部
員
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
沖
縄
の
文
化
や
暮
ら
し
に
触
れ

る
と
と
も
に
、
本
校
で
開
催

さ
れ
た
歓
迎
会
や
知
念
・
首

里
・
那
覇
・
小
禄
高
校
と
の

リ
ー
グ
戦
に
参
加
し
、
充
実
し
た
合
宿
を
過
ご
し
ま

し
た
。

藤
原
監
督
を
は
じ
め
と
す
る
益
田
東
高
校
の
皆
様
、

並
び
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
与
那
原
町
及
び
保
護
者

会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

沖縄県総合教育センターで長

期研修中の養護教諭・棚原

綾乃先生による検証授業が、10

月2日(金)、3年8組のロングホー

ムルームとして家庭科教室で行

われました。

題材は「歯・口の状態を知り、健康を守る行動を考

えよう」で、本校生徒の歯科健康診断における受診勧

奨者の割合が高いことや、生活習慣実態調査の結果を

踏まえて実施されました。授業では、自身の歯・口の

健康状態や生活習慣を振り返り、今後取り組むことを

決めることを目標に、アプリやペアワークを活用しな

がら主体的な学びが見られました。

ご多忙の中、参観いただいた県立

総合教育センターの田場かおり研究

主事並びに3年8組担任の浦添若奈

先生に感謝申し上げます。3月に予

定されている研究報告会が今から楽

しみです。

知念高校では、10月13日(月)

から30日(金)までの期間、

図書委員会を中心に「読書週間企

画」に取り組みました。

普段は図書館や読書にあまり親

しみのない生徒にも、「楽しそうだから図書館に行っ

てみよう！」と思ってもらえるよう、図書委員全員

で知恵を出し合いながら企画したとのことです。

読書週間のポスターをはじめ、「クラス対抗ブッ

クレンタルバトル」「図書館みっけ」「先生のおす

すめ本」など、盛りだくさんの企画が実施されまし

た。「素敵な本と出会った時の感動や、図書館で過

ごす心地よさを知念高生に知ってほしい」という図

書委員の皆さんの思いが伝わる取組となりました。

図書委員の皆さんを

はじめ、司書の末吉雄

貴子先生、図書館担当

の久高怜南先生に心よ

り感謝申し上げます。

知 念 高 校

校 長 通 信 「和衷協同」
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